
2023年 第10回 アジア植物遺伝資源(PGRAsia)シンポジウム 講演要旨 

 

PGRAsiaプロジェクトの概要と成果 

 

プロジェクト概要 

研究代表者 杉浦 誠 （農研機構遺伝資源研究センター） 

PGRAsiaプロジェクトではアジア地域の国々との二国間共同研究により、相手国で植物遺伝

資源の探索・収集を行い、導入できた遺伝資源の遺伝特性（病害虫抵抗性等）を解明している。ま

た、有望な遺伝資源を用いて、相手国で中間母本を育成するとともに、国内の植物遺伝資源の情

報共有を目的としたネットワーク構築を行っている。 

 

PGRAsiaプロジェクトにおける海外探索 

奥泉 久人 （農研機構遺伝資源研究センター） 

海外遺伝資源については、保有国の農山村開発や生活様式の変化による在来品種の消失、政

府の遺伝資源政策の見直し等により、探索・収集と我が国への導入が年々困難になってきている。

PGRAsiaプロジェクトでは、我が国の育種素材の確保と発展途上国の在来品種保存において

win-winの協力関係を発展させてきた。現在ベトナム、ラオス、カンボジア、キルギスの4か国（7隊）

でナス科、ウリ科、アブラナ科を中心に探索を行っており、その活動状況の概略を報告する。 

 

ウリ科遺伝資源のコアコレクション構築とゲノム解析によるマーカー開発 

加藤 鎌司 （岡山大学環境生命自然科学学域）  

農研機構・農業生物資源ジーンバンクが保有するメロン、キュウリ遺伝資源における多様性のゲ

ノムワイド解析により代表的な系統を選抜し、耐病性などの有用特性をもつ系統と合わせて、それ

ぞれ100系統のコアコレクションを構築した。現在、これら系統の特性評価および種子増殖を行っ

ている。加えて、全ゲノムシーケンスを取得し、葉緑体ゲノムの解析により世界のメロンが4つの母

系に分けられることを示した。さらに、メロンのワタアブラムシ抵抗性遺伝子Vatの詳細な解析によ

り選抜用PCRマーカーの作出に成功した。 

 

ナス科野菜の成果 

松島 憲一 （信州大学学術研究院（農学系）） 

PGRAsiaにより収集したナスおよびトウガラシ遺伝資源について評価を行っている。ナスにつ

いては半枯病、青枯病、半身萎凋病、ネコブセンチュウ、うどんこ病についての検定を行うとともに、

トウガラシについては疫病、青枯病、ネコブセンチュウについての検定を行っており、それぞれで抵

抗性がみられる系統を見出してきている。また、トウガラシについては収集した国（カンボジア、ミャ

ンマー、ベトナム、ネパール等）や地域によって利用されている種が異なり、また辛味（カプサイシノ

イド含量）についても異なる傾向が認められた。 



 

遺伝資源に関する講演 

 

「遺伝資源をめぐる国際情勢について」 

潮田 遼 （農林水産省大臣官房） 

植物遺伝資源については、食料・農業植物遺伝資源条約（ITPGR）の多数国間制度（MLS）を

利用することにより、迅速かつ円滑に遺伝資源を取得することが可能となっており、育種等の分野

において広く活用されている。しかしながら、MLSの対象となる植物種が限定されていること、また、

遺伝資源の取得により生じた利益が還元されていない等の課題が指摘されていることに加え、近

年は遺伝資源のデジタル配列情報（DSI）の利用から生じた利益の配分についての議論も活発化

している。本講演では、ITPGRにおけるこれらの課題について、議論の状況及び今後の道行きに

ついて概観する。 

 

「国際農研におけるコロナ後の遺伝資源を含む海外活動」 

金森 紀仁 （国際農林水産業研究センター） 

国際農研は地球規模の食料問題や環境問題を解決することを目指し、熱帯及び亜熱帯など開

発途上地域における農林水産業の技術向上に資する研究に取り組んでいる。これを遂行するため

に、海外の研究機関や大学と協定を結び、開発途上地域に出張しながら現地で共同研究を行って

いるが、2020年に発生した新型コロナウイルス感染症の流行によって多くの海外への渡航が中止

となり、現地での研究活動の大半が制限されてしまった。 

本シンポジウムでは、こうしたコロナ禍の中で海外の研究機関とどのように共同研究を維持した

のかを説明し、コロナ禍以降に再開した遺伝資源を用いた海外での研究活動について実例を詳し

く紹介する。 

 

「ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)におけるイネ属遺伝資源の利活用促進」 

佐藤 豊 （国立遺伝学研究所） 

作物野生祖先種は、耐病性やストレス耐性を付与する育種に必要な遺伝子プールとしての役割

が期待されており、貴重な遺伝資源である。国立遺伝学研究所では、1950年代から世界各国の

野生イネ自生地から採取された野生イネ遺伝資源を保有している。現在は、文部科学省ナショナル

バイオリソースプロジェクトのサポートにより、野生イネ遺伝資源の保存と配布事業をおこなってい

る。我々のグループは、野生イネのゲノム情報および形質情報の取得と公開を進めることにより、多

くの研究者が野生イネに興味を持ち遺伝資源が有効利用されることを目指している。このシンポジ

ウムでは、国立遺伝学研究所が保有する野生イネ遺伝資源とその利活用を促進するための我々の

活動を紹介する。 


